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社 会 科 学 習 指 導 案 

 

１ 単元名           「きょう土を開く 用水のけんせつ～琵琶湖疏水～」（全 13時間） 

 

２ 単元の目標 

・地域の発展に尽くした先人の業績について，地域の発展に対する先人の願いや工夫・苦心を地域の方から

聞き取ったり，資料館を見学したり，年表にまとめたりして調べ，人々の生活の変化や人々の生活の向上

に尽くした先人の働きや苦心を考え，表現する。 

 

３ 単元の評価規準 

 

４ 単元について 

＜学習指導要領の記述＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会的事象への 

関心・意欲・態度 

社会的な 

思考・判断・表現 
観察・資料活用の技能 

社会的事象についての 

知識・理解 

①琵琶湖疏水を開いた先

人の働きに関心をも

ち，意欲的に調べてい

る。 

②先人の努力によって発

展してきた地域に対す

る誇りと愛情をもち，

地域社会のよりよい発

展を考えようとしてい

る。 

①琵琶湖疏水を開発した

先人の働きについて，

学習問題や予想，学習

計画を考え，適切に表

現している。 

②地域の人々の生活の向

上には，人々の願いや

それを実現するための

努力があったことと，

北垣国道や田辺朔郎を

はじめとする先人の働

きや苦心があったこと

を関連づけて考え，適

切に表現している。 

 

①今も残る琵琶湖疏水の

様子や博物館の見学・

調査，地域の人への聞

き取り，年表その他の

資料を活用して必要な

情報を集め，適切に読

み取っている。 

②琵琶湖疏水の開発に尽

くした先人の働きや苦

心を年表や白地図等の

作品にまとめている。 

 

①琵琶湖疏水を開いて地

域の発展に尽くした北

垣国道や田辺朔郎をは

じめとする先人の働き

を理解している。 

②地域の人々の生活の向

上は，人々の願いや努

力，先人の働きや苦心

によるものであること

を理解している。 

（５）地域の人々の生活について，次のことを見学，調査したり年表にまとめたりして調べ，人々の

生活の変化や人々の願い，地域の人々の生活の向上に尽くした先人の働きや苦心を考えるよう

にする。 

 

  ウ 地域の発展に尽くした先人の具体的事例 
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５ 単元構想図 きょう土をひらく １ 「用水のけんせつ～琵琶湖疏水～」（全13時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

琵琶湖疏水はどのようにつくられたのだろう。 

②琵琶湖から京都へどのように水が流れているのかを調べる。 

⑤工事の様子について調べる 

北垣国道知事や田辺朔郎技師を中心にして，さびれた京都に人々を呼び戻し，元気づけようと考え琵琶湖疏水を
建設した。その工事にはトンネル工事などたくさんの困難があったが，それを乗り越えて琵琶湖疏水は完成した。
その結果，京都には今につながる新しい産業ができ，くらしやすいまちになった。 

調
べ
る 

７
時
間 

・トンネル工事は 2000ｍ以上も行われたんだ。 

・たてこうという縦穴を掘って行われているよ。 

・17 名もの人が工事中に亡くなったんだね。 

・機械ではなく人の手で作業をしていたんだね 

・人の力が必要な道具ばかりだ。 

・動物の力も使って工事を進めたようだ。 

⑥トンネル工事の様子について調べる。 

で
あ
う 

３
時
間 

④琵琶湖疏水について調べたことを基に学習問題を立てる 

・人の像がたっていたね。      ・レンガの建物があったりトンネルがあったりしたから人工的な川だ。 

・120 年以上前につくられたようだ。 ・山の中をトンネルが通っているね。 ・機械のない時代にどうやって工事をしたのだろう。    

つ
か
む 

１
時
間 

琵琶湖疏水の工事はどのような道具を使って行われたのかな⑤ トンネル工事はどのようにして行われたのかな⑥ 

・通船は 1951 年に終わったのに再開が目指されているんだ。・なぜ 60 年以上も前に終わった通船を復活させる必要があるのかな。 

・ふるさと納税や寄付を使わないとできない事業なのに，なぜわざわざするのかな。 

・琵琶湖疏水建設の意義を改めて知ってもらうためだね。  ・観光資源としての価値もあるようだ。 

・本当に必要なのかな。琵琶湖疏水がこれからも私たちとつながっていくためにはどうすることが大切なのだろう。 

⑦⑧北垣国道知事の思いや工事が行われるまでの出来事に

ついて調べる。 

⑨田辺朔郎の思いについて調べる 

・京都の町の人口がとても減った時に提案しているね。 

・疏水をつくって生活が便利になることを目指したんだ。 

・疏水をつくることを提案しても，反対意見もあってすぐに

工事に取り掛かることはできなかったんだ。 

 

・線路の上に舟が乗っているね。何のための舟かな。 

・田辺朔郎という若い技師が工事に携わったんだね。 

・水力発電を利用してインクラインを建設したんだ。 

・当時の技術では難しいとされた工事も行ったんだね。 

ま
と
め
る 

２
時
間 

・琵琶湖から京都市に水が流れてきているね。     ・琵琶湖疏水というところを通っているようだ。 

⑫学習問題についてまとめる。 

③琵琶湖疏水がどのような川なのかを調べる。 

・トンネルを通っているから自然の川ではないようだ。 ・川の流れが直角に曲がっているから人工的な川だ。 

・琵琶湖疏水沿いには浄水場や発電所があるね。 ・琵琶湖から続いているけれど，山の中を通っているのかな。 
 

なぜこのような大変な工事をしてまで琵琶湖疏水をつくったのだろう。 

⑩琵琶湖疏水ができたことで京都の町はどのように変化し

たのだろう。 

⑪第二疏水について調べる。 

・町の中に電灯がともり，家の中にも電気が通るようなった

んだ。 

・日本最初の電気鉄道も走っているね。 

・琵琶湖疏水は二つあるね。なぜ二つあるのかな。 

・西郷菊次郎は新たな三大事業に取り組んだんだ。 

・今の京都の基盤がこれで出来たんだね。 

⑬これからの琵琶湖疏水の在り方について考える。 

船を復活させることが大切なのではなく，琵琶湖疏水が私たちの生活にとって変わらず大切な役割を果たしてい
ることを知ってもらうことが重要だと思う。そのために疏水の大切さを伝えていくことが必要だ。 

①自分たちの地域を良くしようとした昔の人々の努力について話し合う。 

・大きな池が田畑になったんだね。 ・人口の川ができているよ。何のために作ったのかな。 ・日本最初の小学校かできたのか。 



3 

 

６ 本時の目標（1／13 時間目） 

・昔の人々が自分たちの地域やくらしをよりよくしようと努力したことについて，関心をもてるよう

にする。 

 

７ 本時の展開 

学習活動 

見方・＜考え方＞ 

○主な発問 

・予想される児童の反応 

●支援◆留意点 

【評価の視点】 

１ 単元の確認と

本時のめあてを

たてる。 

 

 

 

２ 資料から昔の

様子や今との違

いを調べる。 

次代・変化・向上 

発展・土地利用 

＜比較＞＜分類＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 地域やくらし

の様子の変化か

ら人々のくらし

がどのように変

わったのか考え

る。 

次代・変化・向上 

発展・土地利用 

＜比較＞＜推論＞ 

 

 

 

 

○昔の様子を残すものが京都にはたくさんあり

ます。どんなものがあるのか，どんな様子だ

ったのか，資料を見て考えてみましょう。 

 

 

 

○それぞれの資料から見つけたことやわかるこ

とを資料に書き込みましょう。 

・今は聞いたことがないけれど昔は巨椋池とい

う池が京都にはあったんだ。 

・写真で見るととても大きいね。 

・舟を出して漁をしていたのかな。 

・今では田んぼになっているね。 

・私たちのすぐ近くに高瀬川が流れているね。 

・この舟を見たことがあるよ。 

・今は動いていないけれど，昔は人が引っ張っ

て動かしていたんだね。 

・たくさんの舟があるよ。100 年ぐらい前まで

はもっとにぎやかだったんだな。 

・花見の季節に期間限定で観光するために乗れ

たようだ。 

・織物の機械があるよ。外国から持ち込まれた

のかな。 

・学校の石碑があるね。 

・日本で最初の学校って彫られているよ。 

 

○調べてみて昔と今で地域の様子やくらしが変

わっていったことが分かりました。これらは

すべて昔の人たちの手で変えられてきまし

た。このように変化した結果，人々の生活は

どのように変わったでしょうか。 

・巨椋池では池が田んぼになったから，お米が

たくさんとれるようになって，食べ物に困ら

なくなったのではないかな。 

・高瀬川は 300 年もの間舟で荷物を運んでいた

んだ。高瀬川がなかったらきっと不便だった

んだろうな。 

・日本最初の学校ってことは，初めてみんなが

勉強できるようになったんだ。 

 

 

 

 

 

 

◆年表の見方を説明する。 

◆資料を1つずつ読み取ったり

関連付けて読み取ったりす

るように声掛けする。 

◆気付いたことや見つけたこ

とは資料に書くよう指示す

る。 

●配布用の資料とは別に掲示

用の資料を提示し，拡大して

みることができるようにす

る。 

◆事実と考えたことを分けて

記述するように支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

●昔の人の手で行われた変化

であることを伝えることで，

意図的に行われた変化であ

ることに目を向け，その結果

どうなったのかを考えるよ

うにする。 

●くらしが豊かに，よりよくな

った，という視点で共通点を

見出すことができるように

する。 

●歴史的な観点から開発に時

間がかかったのではないか

という視点をもつとともに，

京都市には昔の人がつくったどのようなも

のが残っているのだろう。 
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４ 本時のまとめ

をするととも

に，本時の振り

返りを行う。 

 

 

 

・機械を使って織物ができるから，仕事が早く

なったんじゃないかな。 

・人々のくらしがよりよくなるように昔の人々

は様々な取組をしたんだな。 

・どのくらいの時間がかかった開発なのかな。

巨椋池を埋め立てるのはとても時間がかかり

そうだ。 

・高瀬舟が通った川は昔からあったのかな。以

前から整備されているようだ。 

・学校は簡単に建てることはできなかったので

はないかな。みんなで力を合わせて建てたの

ではないかな。 

 

 

 

 

 

○今日の学習で初めて知ったことや，興味をも

ったことについて振返りにまとめましょう。 

・様々な開発が行われていたのだと初めて知っ

た。自分たちの地域にもあるのか調べてみた

い。 

・いろいろな開発があることは分かったが，何

のために行われた開発なのか調べてみたいと

思った。 

そこに至るために人々が苦

労を重ねていたのではない

か，という視点から考えられ

るようにする。 

◆グループでなぜ変わったの

か，どんな目的があって変わ

ったのかを話し合うように

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆初めて知ったこと，これから

調べてみたいことを振返り

に書くように声かけをする。 

【関心・意欲・態度①】 

地域の開発事例と地域の人々

の生活の変化について関心を

もつことができるようにする。 

（発言・ノートの記述） 

 

京都では人々が池を干拓したり，川をつくっ

たりするなどの努力を重ねて，自分たちの生

活がよりよくなるようにしていった歴史があ

り，今もその姿が残っている。 
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８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市には昔の人が作ったどのようなものが残っているのだろう。 

う。 

。 

 名札 名札 

名札 

・以前は京都に巨椋池という池があっ

た。 
・地図や写真で確認すると大きな池。 
・舟を出して漁をしていた。 

・今は田んぼに。 
→食べ物に困らない。 
 

京都市には昔から人の手でくらしをよりよくするた
めに開発された地域やモノがたくさんある。 

・今は動いていないけれど，昔は人が
引っ張ったりして動かしていた。 

・たくさんの舟がある。100 年ぐらい

前まではもっとにぎやかだった。 
 →今は使われていないようだが，昔

は舟がないと輸送が大変だったの

では。 

・織物の機械がある。外国から持ち
込まれた。 

→新しい技術が西陣織に広まった。 

 

・学校の石碑がある。 
・日本で最初の学校と彫られている。 

→学校での教育が十分広まった。 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2000 年 1960 年 1940 年 1900 年 1880 年 1860 年 1610 年 1980 年 1920 年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2018 年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2000 年 1960 年 1940 年 1900 年 1880 年 1860 年 1610 年 1980 年 1920 年 2018 年 

巨椋池
おぐらいけ

 

    巨椋池（おぐらいけ） 

    高瀬川（たかせがわ） 

    西陣織（にしじんおり） 

    柳池（りゅうち）小学校 

御池中学校 

▲ 

高
瀬
川
が
つ
く
ら
れ
る
。 

◆ 

高
機
と
い
う
機
で
二
人
で
織
っ
て
い
た
。 

■ 

日
本
で
最
初
の
柳
池
小
学
校
が
で
き
る
。 

● 

巨
椋
池
で
は
漁
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
た
。 

● 

巨
椋
池
の
干
拓
工
事
が
行
わ
れ
る
。 

◆ 

日
本
初
の
ジ
ャ
カ
ー
ド
織
機
が
つ
く
ら
れ
る
。 

■ 

柳
池
中
学
校
、
城
巽
中
学
校
が
統
合
し
、 

京
都
御
池
中
学
校
が
開
校
す
る
。 

京都駅 

京都市役所 

写真・年表等の資料 
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６ 本時の目標（2／13 時間目） 

・琵琶湖疏水について関心をもつことができるようにする。 

 

７ 本時の展開 

学習活動 

見方・＜考え方＞ 

○主な発問 

・予想される児童の反応 

●支援◆留意点 

【評価の視点】 

１ 単元の確認と

本時のめあてを

たてる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 生活経験等を

基に予想を立

て，どのように

調べたらいいか

調べ方を考え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○この缶をおぼえていますか。 

・くらしと水の学習をしたときにみたよ。 

・水道局の人が話してくれたね。 

・災害の時の飲料水として売られていたね。 

・琵琶湖疏水物語という缶だったな。 

○くらしと水の学習をしたとき，みなさんの水

はどこから届けられるのでしたか？ 

・浄水場で作られた水がきれいにされて届けら

れるんだったね。 

・配水管を通って水は届けられていたよ。 

・蹴上浄水場で水がきれいにされていたな。 

・蹴上浄水場の水は琵琶湖から届けられるんだ

ったね。 

・琵琶湖の水は琵琶湖疏水から取水地に取り入

れられていたのではなかったかな。 

○浄水場から水が届けられていましたが，その

水はもともと琵琶湖の水でした。琵琶湖疏水

を通ってくる，という話でしたが，琵琶湖疏

水とはどこを流れているんですか？ 

 

 

・琵琶湖に直接つながっているはずだね。 

・川のような場所を流れてくるのではないかな。 

・琵琶湖から直接ここまで川は流れないから，

配水管のようなものを地中に通して通ってく

るのではないかな。 

○何を使って調べたらいいかな。 

・場所がわかればいいから地図が必要だ。 

・写真があったらわかると思うよ。 

 

○地図を使ってどこを通るか調べてみたいと思

います。 

 

 

 

 

 

 

○まず地図に流れている川を青で塗ってみまし

ょう。 

●琵琶湖疏水物語の缶を提示

することで，どのような学習

をしてきたか想起できるよ

うにする。 

●想起した事実やノートを振

り返り，浄水場の水が琵琶湖

疏水から届けられていたこ

とを確認できるようにする。 

◆浄水場の流れの資料を提示

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆調べるうえで必要な資料は

何かを問いかける。 

 

 

◆地図の使い方を視点に沿っ

て確認する。 

●縮尺は実際に共通の場所を

測ってどのくらいの距離が

あるのかを確認できるよう

にする。 

◆地図上のどこに川が流れて

いるか確認する。 

●自然の川と琵琶湖疏水を塗

り分けることで，違いに目を

琵琶湖疏水はどこを流れてくるのだろう。 

地図の使い方を確認する 

①東西南北の確認 

②縮尺の確認 

③地図記号等の確認 

④地図の高低差の確認 
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３ 地図を見なが

ら気付いたこと

を出し合い，疑

問を見出す。 

地理的位置 

分布・範囲・地域 

 

 

 

 

 

 

４ 自然の河川か

人工の河川か，

理由を基に話し

合う。 

＜推論＞ 

 

 

 

 

 

 

５ 本時のまとめ

をするととも

に，振り返りを

行う。 

 

・京都市には川がいくつか流れているね。 

・高野川と賀茂川が合流して鴨川になるんだね。 

・鴨川は京都市を南北に通っているね。桂川と

合流するんだな。 

・他にも小さな川がいくつかあるね。 

・どの川も北から南に流れているようだね。 

○琵琶湖疏水が通っているところを赤で塗って

みましょう。 

・琵琶湖から水が流れてきているのが分かるね。 

・東から西に向かって流れてきているんだ。 

・他の川とは違う方向から流れてきているよ。 

 

○琵琶湖疏水と鴨川を，川を塗った地図を見た

り，航空写真と比較したりしてみましょう。

どのような違いや共通点がありますか。 

・琵琶湖疏水は東から西に流れてきて鴨川の方

へ流れています。 

・鴨川のそばを北から南に流れています。 

・北の方へ流れていっている疏水もあります。 

・琵琶湖からトンネルを通っているようです。 

・疏水と浄水場がパイプでつながっています。 

・山の中をトンネルが通っています。 

・トンネルは山と山の間を通っているようです。 

 

○琵琶湖疏水は人がつくったものなのか,自然

にできたものなのか，どちらでしょう。 

・トンネルを通っているから人がつくったもの

だろう。 

・地下水が山を通っているのではないかな。 

・第二疏水はほとんどがトンネルだよ。人工的

につくらないとこのようにはならない。 

・山の中をトンネルが通っているから，人の手

でつくられたはずだ。 

・山の中を人がトンネルを掘って川を通すかな。

そんな工事できるかな。 

 

 

 

 

○本時の振り返りを書きましょう。 

・地図を見たらどのように川が流れているのか

分かったが，人工の川のような気がするので

調べてみたい。 

◇人工的につくられた川ではないか，という意

見がたくさん出ています。実際どうなのか調

べていきましょう。 

 

向けることができるように

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●航空写真を重ねて山間の地

域を確認することで，流れて

いる場所が具体的にどのよ

うな所なのかを確認できる

ようにする。 

●鴨川と流れている場所など

を比較することで，違いを見

つけることができるように

する。 

 

 

 

●気付いた事実を基に人工の

川か自然の川かを考え，次時

の学習へとつなげることが

できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆疑問に思ったことを振り返

るようにする。 

【関心・意欲・態度①】 

地図を基に琵琶湖疏水が自然

の川か人工の川か疑問を持ち

調べようとしている。 

（発言・ノート） 

琵琶湖疏水は琵琶湖からトンネルを通って京

都に流れているが，自然の川である鴨川とは

異なる特徴をもっている。 
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８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

琵琶湖疏水はどこを流れてくるのだろう。 

う。 

。 

 名札 名札 

名札 

琵琶湖疏水は琵琶湖からトンネルを通って京都に流れているが，
自然の川である鴨川とは異なる特徴をもっている。 

・琵琶湖疏水は東から西に流れてきて鴨川の

方へ流れている。 

・鴨川のそばを南北に流れている。 

・疏水と浄水場がパイプでつながっている。 

・山の中をトンネルが通っている 

・トンネルは山と山の間を通っている？ 

 

 

・トンネルを通っているから人がつくったもの 
・第二疏水はほとんどがトンネルだから人工的な

ものだ。 
・山の中をトンネルが通っているから人工 
 

・山の中を人がトンネルを掘って川を通せない。
そんな工事できない。 

・地下水が通っている 

 

地図の使い方 
①東西南北 
②縮尺 

③地図記号等 
④地図の高低差 

 

・琵琶湖に直接つながっているはずだ。 
・川のような場所を流れてくるのでは。 
・琵琶湖から直接ここまで川は流れな

いから，配水管のようなものを地中
に通して通ってくるのでは。 

 

地図 航空写真 

京都市の航空写真 
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６ 本時の目標（3／13 時間目） 

・様々な資料を自分で選択し，その資料から琵琶湖疏水が人工の川か自然にできた川かを調べること

ができるようにする。  

 

７ 本時の展開 

学習活動 

見方・＜考え方＞ 

○主な発問 

・予想される児童の反応 

●支援◆留意点 

【評価の視点】 

１ 前時の学習を

振り返り，疑問

点を整理し，本

時の問いを設定

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 資料や既習事

項，生活経験を

基に予想を立て

るとともに，調

べる視点を整理

する。 

＜推論＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○琵琶湖疏水がどこを流れてくるのかを調べま

した。どこを流れてきましたか。 

・琵琶湖からトンネルを通って京都に届いてい

ました。 

・川のようなところを通っているようです。 

・京都に流れてくるまでに山があったので，ト

ンネルを通ってきていました。 

・トンネルを通っているので人が掘ったのでは

ないかという意見が出ています。 

・トンネルの部分は琵琶湖疏水なのかどうなの

かわかりません。 

○トンネルになっている部分の長さはどのくら

いかな？ 

・１ｋｍ以上あるトンネルがあるよ。 

・いくつものトンネルがあるんだな。 

○琵琶湖疏水の全長は何ｋｍくらいかな？ 

・20 ㎞以上はあるね。 

・墨染発電所の近くまで行くと琵琶湖からすご

い長さになるね。 

○こんなに長い琵琶湖疏水，自然にできたのか

な？人の手でつくられたのかな？ 

 

 

・トンネルがたくさんあるから自然の川ではな

いと考えるよ。 

・これだけ長い川を人の手でつくるのは大変だ

よ。自然にできた川があったと思うよ。 

○琵琶湖疏水が人工的な川か自然にできた川か

を判別するためには琵琶湖疏水のどのあたり

に着目して調べるといいでしょう。 

・トンネルが工事してできたものだったら人工

的な川だといえるね。 

・人がつくったトンネルなら，工事の跡やコン

クリートなどが見えるはずだ。 

・川の曲がり角，本当に直角に曲がっているな

ら人工的な川だということができるはずだ。 

・緩やかなカーブだったら自然な川だというこ

とができるはずです。 

・トンネルや直角に曲がっている部分を特に注

◆前時の学習で出てきた視点

を振り返り，琵琶湖疏水のど

のようなところが人工的な

川であるのか，調べる場所や

視点を明らかにする。 

 

 

 

 

 

●前時の学習の縮尺の使い方

を想起し，実際にトンネルの

長さや琵琶湖疏水の全長を

調べることで，その長さを理

解できるようにする。 

 

 

 

 

◆トンネルがあること，一方で

その長さや琵琶湖疏水の全

長が長いことを提示するこ

とで，自然の川か人工の川か

揺さぶることができるよう

にする。 

◆自分の立場はどちらかを示

してから調べるようにする。 

◆どのような状態であれば人

工的であるか，または自然の

川であるかを整理し，調べる

視点を焦点化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

琵琶湖疏水は人工的な川なのだろうか。 
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３ 資料を選択し

ながら琵琶湖疏

水が人工的な川

か自然の川かを

調べる。 

地理的位置 

分布・範囲・地域 

＜比較＞＜総合＞ 

＜類推＞＜分類＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意して調べれば結論が出そうだね。 

○どんな資料があったら調べられますか？ 

・実際に見学に行けば調べることができます。 

・図書室で本を使って調べます。 

・インターネットを利用して調べることもでき

ます。 

・写真や映像の資料があったらそれを見ながら

判断することができるのではないかな。 

 

○自然の川か人工の川かどちらでしょうか。調

べる視点をもとにし，自分で資料を選びなが

ら調べましょう。 

・鴨川の脇を流れているね。 

・道路の下を通って水が流れているよ。 

・道路の下を直角に曲がっているようだね。 

・発電所に流れていっているね。発電所の建物

はレンガで出来ているので昔からあるような

感じがするな。 

・人の像が立っているように見えたよ。 

・流れは緩やかだけど，疏水の流れは直角に曲

がっているよ。 

・噴水のようなものが見えるね。 

・トンネルの出口があるよ。 

・トンネルの出口は人工的に造られたようだ。 

・最近つくられたような跡ではないな。昔造ら

れたような感じがするね。 

・琵琶湖の取水口も建物があるよ。管理してい

るのはやはり人工的に造られた川だからでは

ないかな。 

・トンネルの出入り口はすべて人工的な漢字が

するね。 

・建物はすべて煉瓦でつくられているようだね。

煉瓦でつくったってことは結構昔に作られた

ということではないかな。 

 

◇資料を基に調べて琵琶湖疏水がどのようなと

ころか見えてきたようですね。人工の川か自

然にできた川か，次回みんなで話し合いまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ワークシートを配布する。 

●前時に使用した地図にそれ

ぞれの場所の写真を掲示す

ることで，それぞれの場所の

様子がわかるようにする。 

●疏水を遡上していく動画資

料を提示することで，実際の

疏水の流れや周辺の様子等

を確認することができるよ

うにする。 

●動画，写真等，自由に選択し

て調べることができるよう

にする。 

【技能①】 

琵琶湖疏水が人工の河川か自

然の河川か，資料を基に調べて

いる。 

（観察・ノートの記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆次回の学習の予告を行う。 
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８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

琵琶湖疏水は人工的な川なのだろうか。 

。 

う。 

。 

 

名札 名札 

名札 

・本当に直角に曲がっているなら人工的

な川 
・緩やかなカーブだったら自然な川 
・トンネルを調べてみる 

・トンネルが人が工事してできたものだ
ったら人工的な川だ。 

・人がつくったトンネルなら，工事の跡

やコンクリートなどが見える。 
・トンネルや直角に曲がっている部分を

特に注意して調べれば結論が出る。 

トンネル 

→・１ｋｍ以上 

・いくつも 

全長 

→・20 ㎞以上 

 ・とても長い 

トンネル 

曲がり角等 
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６ 本時の目標（4／13 時間目） 

・琵琶湖疏水について調べたことを基に学習問題をたて，学習計画を考えることができるようにする。  

 

７ 本時の展開 

学習活動 

見方・＜考え方＞ 

○主な発問 ◇問題意識をつなげる発問 

・予想される児童の反応 

●支援◆留意点 

【評価の視点】 

１ 本時のめあて

を確認する。 

 

 

 

 

 

 

２ 琵琶湖疏水が

人工的な川か自

然の川か，前時

に調べてわかっ

たことを基に話

し合う。 

地理的位置 

分布・範囲・地域 

＜比較＞＜関連＞ 

＜総合＞＜類推＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 北垣国道の碑

文を確認し．疏

水が人工的につ

○琵琶湖疏水がとても長いので人工的な川なの

か自然の川なのかどっちなのかなという疑問

がありました。前回の学習ではビデオや地図，

写真などの資料を基に，どのような点から人

工的な川か自然の川なのかを考えました。い

ったいどちらなのでしょうか。 

 

 

○資料を読み取って様々な考えが出てきている

ようです。どのように考えましたか？まずは

自然の川だと考えている人はいますか？ 

・疏水の周りには草木が生えています。だから

自然だと思います 

・トンネルなどができていたけれど，これはも

ともとあった川にトンネルを付け足したのか

と思います。 

○人工の川だという考えの人はどうですか。 

・トンネルが古いレンガでつくられているのが

分かりました。わざわざ作る必要はないので，

これは人の手が入っている証です。 

・トンネルの出口に文字が見えました。文字を

入れようとした意図があるので，これはつく

られたと考えます。 

・直角に曲がっているところに目を向けました。

地図で直角になっているところはやはり直角

に曲がっていたので，これは自然にはないこ

となので人工の川だと思います。 

・直角に曲がっているところはどこも本当に直

角なので，これは人の手が入っています。 

・琵琶湖疏水沿いには像が二つもたっていまし

た。この像は琵琶湖疏水を建設した人を表し

ているのではないかと考えました。 

・像の人はどちらも手に設計図のようなものを

もっています。つくるのに貢献した人ではな

いのかと考えました。 

 

○多くの人がどうやら人工的につくられた川の

ようだと資料から考えています。一方で自然

にあった川を人工的につなげたという考えも

◆前時のめあてを振り返り，本

時の学習の目的を確認する。 

 

 

 

 

 

 

●拡大資料を提示することで，

資料のどこから考えたのか

を示しながら説明すること

ができるようにする。 

◆人工の川か自然の川か，それ

ぞれの立場の意見を整理し

ながら板書するようにする。 

◆同じ資料から出てきた反対

意見については矢印などを

用いながら整理して示すよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●人工的か自然か判断が付き

にくい場合も，北垣知事の碑

文を紹介することで，検証す

琵琶湖疏水は人工的な川なのだろうか。 
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くられたもので

あること確認

し，学習問題を

つくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 学習問題をも

とに学習計画を

立てる。 

 

 

 

ありますね。人工的な川だという意見の中に，

銅像に着目した人がいます。疏水を作った人

の像と考えた人もいるようですが，その像の

近くに次のような説明がありました。 

・この説明にも琵琶湖疏水の建設とあるからや

はり人工的につくられたものだったんだ。 

・北垣国道という京都府の知事がこの琵琶湖疏

水をつくろうとしたんだね。 

・今から 120 年以上前にこの琵琶湖疏水はつく

られたことになるよ。 

・昔のくらしで学習したかまどで火を使ってご

飯を炊いていたのも 70 年ほど前だからそれ

よりもずっと前につくられたんだ。 

・写真で見てみると，京都の様子は今と全然違

うね。そんな時代にどうやって琵琶湖疏水を

つくったんだろう。 

・山にトンネルを掘らないといけないにもかか

わらず，そんな工事ができたのかな。 

 

 

○どのようなことを調べていくのか，学習計画

を立てましょう。 

・実際にどのように工事をしていたのか調べた

いと思います。 

・山にトンネルを掘る工事は大変だったと思い

ます。どのようにトンネルを掘ったのか調べ

たいです。 

・工事ではどのような苦労があったのかを調べ

てみたいと思います。 

 

○今日の学習をまとめ，どのようなことを調べ

ていきたいか，振り返りにまとめましょう。 

 

 

 

・琵琶湖疏水は人工的な川だということが分か

った。どのようにしてつくられたのか，120

年も前の工事はきっと大変だったと思うので

どのように工事をしたのか調べていきたい。 

 

◇学習計画をどのように工事を行っていたの

か，トンネルはどのように掘られたのか，と

いう視点から調べていきましょう。まずはど

うやって工事していったのか，調べましょう。 

 

ることができるようにする。 

◆碑文からどのようなことが

分かるのかを整理するよう

に指示する。 

●碑文の文章を確認すること

で，琵琶湖疏水が人工的に建

設されたものであること，今

から120年以上も前に建設さ

れたことをとらえることが

できるようにする。 

●100 年ほど前の京都の写真を

提示することで120年ほど前

がどのような暮らしであっ

たのかを想像することがで

きるようにする。 

◆調べて分かったことから疑

問点を問いかけ，学習問題を

つくる。 

 

 

◆工事に関する学習計画を立

てるようにする。 

◆工事の中でもトンネル工事

は分けて調べていくように

計画を整理する。 

【思考・判断・表現①】 

琵琶湖疏水がどのようにつく

られたのか，学習問題を立てる

と共に学習計画を考えている。 

（発言・ノートの記述） 

◆今後どのようなことを調べ

たいと考えているか，振り返

りの視点を提示する。 

 

 

 

 

 

琵琶湖疏水はどのようにつくられたのだろう。 

琵琶湖疏水は 120年も前に人工的につくられ

た川で，北垣国道知事が建設を計画した。 
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８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

琵琶湖疏水は人工的な川なのだろうか。 

。 

う。 

。 

 

名札 名札 

名札 

・疏水の周りには草木が生えているから
自然 

・トンネルなどができていたが，これは
もともとあった川にトンネルを付け
足したの。 

・トンネルが古いレンガでつくられてい
る。わざわざ作る必要はないので，こ

れは人の手が入っている。 
・トンネルの出口に文字。 
・直角に曲がるところは自然にはない 

・琵琶湖疏水沿いには像が二つ。 
・像の人はどちらも手に設計図のような

ものをもっている。 

・この説明にも琵琶湖疏水の建設とあるか

らやはり人工的につくられた 

・北垣国道という京都府の知事がこの 120
年前に琵琶湖疏水をつくろうとした 

琵琶湖疏水はどのようにつくられたのだろう。 

・工事はどのように行われたか。 

・トンネルはどのようにほられたか。 



15 

 

６ 本時の目標（5／13 時間目） 

・琵琶湖疏水がどのようにつくられたのか当時の工事の様子について調べることができるようにする。 

 

７ 本時の展開 

学習活動 

見方・＜考え方＞ 

○主な発問 ◇問題意識をつなげる発問 

・予想される児童の反応 

●支援◆留意点 

【評価の視点】 

１ 学習計画を振

り返り，本日の

学習内容を確認

する。 

時代・変化 

＜比較＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 写真等の資料

を基にしながら

当時の工事の様

子について予想

を立てる。 

時代・変化・工夫 

努力 

＜比較＞＜推論＞ 

＜類推＞ 

 

３ 資料を基にど

のような道具を

使って工事が行

われたのか調べ

る。 

時代・変化・工夫 

努力・働き・協力 

＜比較＞＜関連＞ 

＜推論＞＜類推＞ 

 

 

 

 

 

 

○前回学習計画を立てました。どのようなこと

を学習していきますか。 

・琵琶湖疏水はどのような工事をしてつくられ

たのかを調べます。 

○とても長い琵琶湖疏水をどのように工事した

のでしょうか。ちなみに，今河川の工事をす

るとこのようになります。 

・ショベルカーやダンプカーなどがたくさん使

われているね。一度にたくさんの土砂を運ぶ

ことができるから楽にできそうだ。 

・昨日映像で見たように，琵琶湖疏水は約 130

年も前だよ。どんな道具を使ったのかな。 

 

 

 

○約 130 年前の工事です。どのような道具を使

ったと考えられますか。 

・ショベルカーやダンプカーはないから土を掘

るのも運ぶのも手作業で行われたはずだ。 

・昔の写真を見ると自動車も走っていないよう

だ。石や砂はかごで運んだのではないかな。 

・鍬や鋤を使って作業を行ったと思うよ。 

・たくさんの人が工事に参加しないととてもで

きないね。 

 

○琵琶湖疏水の建設では，何を使ってどのよう

に工事を進めていったのでしょうか。 

・やはり手作業で行っている。鍬や鋤を使って

いるよ。かなり力を込めているようだな。 

・かなり疲れる作業だったのではないかな。 

・運ぶ作業も手作業だ。レールを引いて土砂を

運んでいる様子も見られるよ。 

・牛が工事現場にいるよ。人の手だけでは大変

だから動物の力も借りて運んだのかな。 

・土砂は二人で運んでいるね。それだけ重いと

いうことではないかな。 

・車を使ったりレールをわざわざ弾いたりして

工事を行っていたので，それだけ昔は工事に

かかる苦労があったのだと思います。 

 

◆学習問題を想起し，学習計画

を振り返る。 

 

 

●現在の河川工事の様子の写

真を見せることで，どのよう

な道具が用いられていたと

考えられるか，昔の工事を考

える手立てになるようにす

る。 

◆疏水の全長を確認するよう

にする。 

 

 

 

●前時に使用した100年前の京

都の写真等の資料で当時の

様子を確認することで，100

年以上前の時代の工事の予

想を立てることができるよ

うにする。 

 

 

 

 

◆ワークシートを配布する。 

●黒板に大きいサイズの資料

を提示することで，詳細を確

認できるようにする。 

◆事実と考えたことを分けて

板書を整理する。 

【技能①】 

琵琶湖疏水の工事がどのよう

に行われたのか，資料を基に調

べている。 

（観察・ノートの記述） 

 

 

 

 

琵琶湖疏水の建設ではどのような道具を使っ

て工事したのだろう。 
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４ 土砂を運ぶ体

験を行う。 

工夫・努力・働き

協力 

＜比較＞＜関連＞ 

＜推論＞＜類推＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の学習の

まとめを行う。 

 

 

 

 

 

○当時の人が苦労をして工事をしていたのでは

ないかと考えているようですが，本当かどう

か，少し体験をしてみましょう。どのような

思いでやっていたのでしょうか。 

・実際に砂を担ぐとこんなにも重いのか。 

・一人では運べないよ，二人の力がいるね。 

・ただ持ち上げるだけではなく，実際にはこれ

を運ばなければならないんだよね。 

・こんな苦労をしながら疏水工事が行われたん

だね。何キロも工事をするのは本当に大変だ

ったに違いないな。 

・ただ掘るだけでも大変なのに，トンネルをつ

くるとなったらさらに大変だったのではない

かな。 

 

○本時の学習で分かったことをまとめ，考えた

ことを振り返りに書きましょう。 

 

 

 

 

・実際に体験してみて疏水の工事の大変さが分

かった。そのような工事を何キロも行った当

時の人々は疏水工事にはとても大変な思いを

しながら毎日取り組んだのだと思う。 

・今では簡単なことも昔は人力でする必要があ

ったため，とても苦労して工事を行った。た

くさんの人々が力を注いだからこそできたの

だと思う。 

 

◇工事の中でも特に大変そうなのはトンネル工

事ですが，トンネル工事はどのようなものだ

ったのでしょうか。 

 

●実際に土砂を運んでみる体

験をすることで，手作業によ

る苦労を実感することがで

きるようにする。 

◆グループで体験を通じて感

じたこと，考えたことを交流

するようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆子どもの言葉でまとめるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●トンネル工事について示唆

をし，次時への問題意識へと

つなげることができるよう

にする。 

約 130年前の琵琶湖疏水の工事は機械を使わ

ず，人の手で行われた。疏水工事を行った

人々の苦労はとてもすごいものだった。 
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８ 板書計画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

琵琶湖疏水の建設ではどのような道具を使って工事したのだろう。 

。 

う。。 

 
名札 名札 

名札 

・やはり手作業で行っている。人の手を
使わなければできない作業だった。 

・レールを引いてその上を台車で土砂を

運んでいる様子も見られる。 
・土砂は二人で運んでいる。それだけ重

いということ。 

 
約130年前の琵琶湖疏水の工事は機械を使わず，人の手で行われた。
疏水工事を行った人々の苦労はとてもすごいものだった。 

 

・ショベルカーやダンプカーはない
から手作業。 

・石や砂はかごで運んだのでは。 

・鍬や鋤を使って作業を行った。 
・たくさんの人が工事に参加しない

ととてもできない。 

 

 

・鍬や鋤を使っている 
・運ぶ作業も手作業。レー

ルを引いて土砂を運ん
でいる様子も見られる。 

・鍬や鋤を使っている。かなり力を込めている。 
・かなり疲れる作業だったのではないか。 
・牛が工事現場にいる。人の手だけでは大変だから

動物の力も借りて運んでいた。 
・運ぶために人力車のようなものを利用している。 
・土砂は二人で運んでいる。それだけ重い 

ただ持ち上げるだけではなく，実際にはこれ
を運ばなければならない。こんな苦労をしな

がら疏水工事が行われた。何キロも工事をす
るのは本当に大変だったに違いない。 

 

現在の河川工

事の写真 

疏水工事の様子 疏水工事の様子 疏水工事の様子 疏水工事の様子 
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６ 本時の目標（6／13 時間目） 

・琵琶湖疏水のトンネル工事の様子について調べることができるようにする。 

 

７ 本時の展開 

学習活動 

見方・＜考え方＞ 

○主な発問 ◇問題意識をつなげる発問 

・予想される児童の反応 

●支援◆留意点 

【評価の視点】 

１ 学習計画を振

り返り，本日の

学習内容を確認

する。 

時代・変化 

＜比較＞＜類推＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 前時の学習を

基に予想を立て

る。 

時代・変化・工夫 

努力・働き・協力 

＜類推＞＜推論＞ 

 

３ トンネル工事

の様子を調べ

る。 

時代・変化・工夫 

努力・働き・協力 

＜比較＞＜関連＞ 

＜推論＞＜類推＞ 

 

４ なぜ竪坑をつ

くったのか理由

を考える。 

時代・変化・工夫 

努力・働き・協力 

＜比較＞＜関連＞ 

＜推論＞＜類推＞ 

 

 

 

 

○前回の学習の振返りを発表してください。 

・すべて人の手で行われていました。実際にや

ってみるととても大変な工事だったことがわ

かりました。こんな工事を人の手だけで行っ

たのだからとてもすごい苦労があったと思い

ます。 

○そのような工事で特に大変だったのはどの辺

りだと思いますか。 

・トンネルの工事が特に大変だったはずだ。 

・ただ土や石を運ぶだけでなく，山をくりぬく

からかなり大変な作業だったに違いないよ。 

 

 

 

・トンネルは崩れる恐れがあるから慎重にほる

必要があったはずだ。 

・暗い中での工事になるので明かりが必要にな

ったのではないかな。 

・トンネルの中にもトロッコを引いたと思うよ。 

・工事期間が長くなったのではないかな。 

 

○トンネル工事ならではの苦労はどんなことが

あったのでしょうか。 

・暗い中を工事するから外より大変だった。 

・電気がなかったからろうそく等を使っていた。 

・縦のトンネルも使い土砂を運び出したようだ。 

 

 

 

○縦のトンネルを竪坑といいます。この竪坑を

使ってトンネル工事を行ったとありました

が，この竪坑，直径 5ｍ．深さが 50ｍほども

あるそうです。この竪坑をつくろうと思って

も，なかなか難しかったため，1 日平均 21ｃ

ｍしか掘り進めなかったそうです。なぜ竪坑

をわざわざ造ったのでしょうか。 

・土砂を運び出しているから工事を早く進める

ためだと思うよ。 

・竪坑を掘ったことで 4 か所からトンネルを掘

ることができたから，トンネル工事を早める

●前時の振返りを活用し，工事

が大変であったことや苦労

があったことなどを想起で

きるようにする。 

 

 

◆トンネル工事の出入口の工

事の絵画を提示する。 

◆時間があればトンネル内の

映像を提示する。 

 

 

 

 

◆地図を見ながらトンネルの

長さを確認するようにする。 

◆トンネル工事は何か所もあ

ったことを地図を用いて確

認する。 

 

 

●前時の工事の様子との違い

に着目することで，トンネル

工事の苦労を考えることが

できるようにする。 

 

 

 

 

●竪坑周辺の映像を提示した

り，その大きさを提示したり

することで，竪坑の全体像を

確認できるようにする。 

●竪坑の入口の部分の直径を

示した紐をもってその大き

さをとらえられるようにす

るとともに，実際の竪坑の

1/10 サイズの竪坑を掲示す

ることで，その大きさを実感

できるようにする。 

トンネル工事ではどのような苦労があった
のだろう。 
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５ 本時の学習の

まとめを行い，

学習を振り返

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ これまでの学

習を踏まえて新

たな学習問題を

設定するととも

に，次時の動機

づけを行う。 

ことができたんだ。 

・空気や日光を取入れるためにも必要だったん

だね。 

・でもトンネル工事ではなくなった人もいるよ

うだ。とても難しい工事だったんだ。 

 

○本時の学習をまとめましょう。 

 

 

 

 

 

○今日の学習を通して考えたことを振り返りに

書きましょう。 

・トンネル工事はとても難しい工事で，亡くな

ってしまった人もいるくらい危険な工事だっ

たことが分かった。また，竪坑を掘ったり暗

い中で作業をしたりしてただでさえ大変な工

事なのにその上とても難しい工事だったの

で，疏水を建設した人はすごいと思った。 

 

○このような工事があったから琵琶湖疏水を建

設することができたんですね。でも亡くなっ

てしまった人もいます。工事もとても難しい

ものでした。なぜ北垣国道はそうまでして琵

琶湖疏水を建設しようとしたのでしょうか。 

 

 

 

○次回，北垣知事がどんな思いで疏水をつくっ

たのか，当時の様子を基に調べていきましょ

う。 

 

◆副読本を使ってなぜ造った

のか，その理由を確認する。 

【技能①】 

竪坑がなぜ作られたのか資料

を基に調べている。 

（観察・ノートの記述） 

◆子どもの言葉でまとめるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●これまでの学習を踏まえ，困

難な工事を伴う琵琶湖疏水

をなぜ建設しようとしたの

か，深まった学習問題を設定

することで次時からの学習

へとつなげることができる

ようにする。 

トンネル工事は手作業に加え，暗い中で水が

あふれたり，竪坑を造ったりする非常に難し

いものであり，その工事の途中で亡くなって

しまった人もいた。 
 

なぜわざわざ大変な工事をしてまで琵琶湖
疏水を建設しようとしたのだろう。 
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８ 板書計画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トンネル工事ではどのような苦労があったのだろう。 

。 

う。。 

 
名札 名札 

名札 

トンネル工事は手作業に加え，暗い中で水が
あふれたり，たてこうをつくったりする非常

に難しいものであり，その工事の途中で亡く
なってしまった人もいた。 

 

・暗い中での工事にな
るので明かりが必要

になった。 
・トンネルの中にもト
ロッコを引いた。 

・工事期間が長くなっ
た。 

 

 ・他の場所の工事と同じですべて手作業で行われていた。 

・トロッコなどはトンネルでも使われていた。→やはり石や土砂は重い。 

・トンネルの中は真っ暗。→少しの明かりだけで工事をしなければならな

いので危険だった。 

 

・たてこうは工事を早めるために

つくられた。 

・それだけではなく，トンネルの

中に空気や日光を取り入れるた

めにも作る必要があった。 

・水をくみ上げるなどして 1 日

21cm しか掘り進まなかった 

・工事の途中で亡くなった人もい

た。 

 

 

・竪穴から土砂を出している 

→土砂を長い距離走って出すと

時間がかかるから？ 

なぜたてこうをつくったのだろう？  

なぜわざわざ大変な工事をしてま
で琵琶湖疏水を建設しようとした

のだろう。 

トンネル工事の様子 トンネル工事の様子 トンネル工事の様子 

トンネル工事の様子 

トンネル工事の様子 

トンネル工事の様子 

トンネル工事の様子 

トンネルの断面図（全体像） 
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６ 本時の目標（7／13 時間目） 

・北垣知事がなぜ琵琶湖疏水を建設しようと考えたのかを調べ，その理由を理解することができるよ

うにする。 

 

７ 本時の展開 

学習活動 

見方・＜考え方＞ 

○主な発問 ◇問題意識をつなげる発問 

・予想される児童の反応 

●支援◆留意点 

【評価の視点】 

１ 前回の学習を

振り返り，深ま

った学習問題を

確認し，提示資

料を基に本時の

問いを設定す

る。 

時代・変化 

＜比較＞＜類推＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時の問いに

対する予想を立

てる。 

時代・変化・工夫 

自然条件 

＜推論＞＜類推＞ 

 

 

 

３ 資料を基に調

べる。 

時代・変化・工夫 

背景・社会的条件 

発展 

 

 

 

 

 

 

○手作業で行った琵琶湖疏水の工事，トンネル

も掘ったり，その際亡くなった人もいたりと

とても大変な工事でした。このような琵琶湖

疏水は北垣知事がつくろうとする前にも計画

はあったそうです。 

・古そうな図だな。 

・いつごろの地図かな。 

○1800 年ごろや 1840 年ごろにも考えられたそ

うです。でも，工事が難しいということで計

画が実施されることはなかったそうです。 

・もっと昔から計画されていたのか。 

・やはり難しい工事だったんだな。 

○工事は計画されていたことはあるようです

が，とても難しいということでその建設は見

送られてきました。琵琶湖から水を引くこと

は京都にとって良いことがあったようです。 

 

 

 

・疏水をつくるメリットはなんだったのかな。 

・京都市に水が足りなかったのではないかな。 

・琵琶湖疏水が必要になるような，困るような

ことが起きたのではないかな。 

・水がたくさんあると農作物がたくさん作れる

ようになるんじゃないかな。 

・飲み水も十分確保できるようになるよね。た

くさんの人が飲めるね。 

 

○琵琶湖疏水を建設すると何かよいことがある

のではないかという意見が出てきました。ど

んなよいことがあったのでしょうか。 

・農業用水に利用したり，飲料水に利用したり

することができるようになるんだ。 

・防火用水に利用することもできるのか。 

・精米できる水車が増えると，暮らしは便利に

なるね。 

・街をきれいにするということは，みんなが快

適に暮らせる街になるね。 

・荷物も安く運べるなら，仕事をするうえでも

●北垣知事以前の疏水計画の

資料を提示し，琵琶湖から水

を引く計画は以前からあっ

たが工事の技術が難しいた

め計画を実行することがで

きなかったことをとらえる

ことができるようにする。 

◆以前から計画はあったが難

しいといわれていた疏水計

画だが，なぜ昔からそのよう

な考えがあったのかを考え

ることで，メリットがあるこ

とに目を向けられるように

する。 

 

 

 

 

 

◆水がどのような場面で使わ

れているかなど，生活経験を

基に予想するように声かけ

をする。 

 

 

 

 

 

◆琵琶湖疏水を建設するよさ

について注目して調べるよ

うに発問する。 

◆この後の時代的な背景につ

いて考える場面にも考える

時間を配分するため，具体的

なよさについて調べる場面

時間は短めに設定する。 

 

 

 

北垣知事はどうして琵琶湖疏水をつくろう

としたのだろう。 
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４ 時代的な背景

を調べる。 

時代・変化・工夫 

背景・持続可能性 

計画・向上 

＜比較＞＜関連＞ 

＜総合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時のまとめ

を行い，振り返

りを書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 次時への疑問

点を整理する。 

時間・変化 

役に立つね。 

・人々の生活が快適になったり，仕事が楽にで

きるようになったりするという良い点がたく

さんあったから建設を考えたんだ。 

 

○琵琶湖疏水をつくるよさはとてもたくさんあ

るようです。でもなぜ北垣知事は約 130 年前

のこの時期につくろうと思ったのでしょう

か。以前もそのような計画はありましたが工

事はとても難しかったので中止になってきま

した。この時期に行ったのにはどんな理由が

あったのでしょうか。 

・琵琶湖疏水をつくったころはどうやら人口が

減っているようだ。 

・都が京都から東京に移って人が少なくなった

んだね。 

・人口が減って街がさみしくなったから北垣知

事は琵琶湖疏水をつくって住みよい街にした

り，産業を発展させたりすることで京都を豊

かにしようとしたんだ。 

 

○今日の学習をまとめましょう。 

 

 

 

 

○今日の学習で一番印象に残ったことを振り返

りに書きましょう。 

・北垣知事は何となく琵琶湖疏水をつくったの

ではなく，いろいろなことを考えてつくった

のだと思った。わざわざ難しい工事をしてま

で琵琶湖疏水をつくったのは，京都の未来を

考えてのことだとわかった。 

 

◇琵琶湖疏水をつくろうとした北垣知事の考え

が分かりましたね。提案から完成まで 9 年か

かっていますが，この 9 年間にどんなことが

あったのでしょう。 

 

 

 

 

 

◆なぜこの時期に琵琶湖疏水

の建設を行ったのか，時代的

な背景に着目して考えるこ

とができるように発問する。 

◆なぜこの時期につくったの

かをグループで話し合うよ

うにする。 

●疏水をつくるメリットと時

代背景を関連付けて考える

ことで，なぜこの時期につく

ろうとしたのかを考えるこ

とができるようにする。 

 

 

 

 

◆ワークシートの北垣知事の

吹き出しに書きまとめるよ

うに声かけする。 

【知識・理解①】 

北垣知事が琵琶湖疏水の建設

を決めた理由を理解している。 

（発言・ノートの記述） 

 

 

 

 

 

   

●琵琶湖疏水の提案から完成

まで9年間の歳月がかかった

ことに目を向けることで，次

の時間への問題意識を高め

ることができるようにする。 

 

北垣知事は京都市の人口が減ってしまった

ため，町を元気づけるためにたくさんよいこ

とがある琵琶湖疏水をつくろうと計画した。 
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８ 板書計画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北垣知事はどうして琵琶湖疏水をつくろうとしたのだろう。 

名札 名札 

名札 

 

・京都市に水が足りなかった。 
・水が必要になるような，困
るようなことが起きた。 

・農作物がたくさん作れるよ
うになる。 

 

・琵琶湖疏水をつくったころはどうやら人口が減

っている 
・都が京都から東京に移って人が少なくなった。 
・住みよい街にしたり，産業を発展させたりする

ことで京都を豊かにしようとした。 

・農業用水や精米に利用，  
・荷物も安く運べる。 

・飲料水や防火用水に利用するこ
ともできる 

・街をきれいにするということは，

みんなが快適。 

生活が豊かに 

 

産業の発展 
 

北垣知事は京都市の人口が減ってしまったため，町を元気
づけるためにたくさんの良いことがある琵琶湖疏水をつ
くろうと計画した。 

北垣知事 

写真 

副読本より 
琵琶湖疏水の活用 

京都市人口推移 
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６ 本時の目標（8／13 時間目） 

・どのような思いで北垣知事が琵琶湖疏水を建設したのか理解するとともに，その過程をまとめるこ

とができるようにする。 

 

７ 本時の展開 

学習活動 

見方・＜考え方＞ 

○主な発問 ◇問題意識をつなげる発問 

・予想される児童の反応 

●支援◆留意点 

【評価の視点】 

１ これまでの学

習を振り返ると

共に，本時の学

習問題を設定す

る。 

時代・変化 

＜類推＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 工事が始まる

まで 4 年間の時

間がかかった理

由を予想する。 

＜類推＞＜推論＞ 

 

３ 工事が始まる

までにどのよう

なことがあった

のか調べる。 

時代・変化・工夫 

背景・努力・発展 

社会的条件 

＜関連＞＜総合＞ 

 

 

 

 

 

 

○北垣知事が琵琶湖疏水をつくった目的がわか

りましたが，この疏水，どのくらいの期間で

つくったのか次の映像で確認しましょう。 

・北垣知事の銅像だ。何か書いてあるよ。 

・北垣知事が琵琶湖疏水の建設を目指した理由

だね。知事になった年にすぐ琵琶湖疏水の建

設を提案したんだ。 

・琵琶湖疏水の建設が 1881 年に提案されてから

1890 年には疏水が完成しているね。 

○９年間かかったということですが，もう少し

詳しくみてみましょう。 

・疏水を提案してから完成まで 9 年だけど，提

案から工事が始まるまで 4年もかかった。 

・工事自体は 5年で終わっているね。 

・工事が始まるまでの 4 年間いったい何があっ

たんだろう。なぜすぐ始めなかったのかな。 

 

 

 

・工事の計画を立てたり準備をしたりするため

には時間が必要だったんじゃないかな。 

・工事を反対する人もいたのではないかな。そ

の人たちとの話し合いの時間が長引いたので

はないかな。 

 

○工事が始まるまでの 4 年間にどのような事が

あったのか資料を基に調べましょう。 

・国に琵琶湖疏水の建設を訴えたんだ。 

・予算を変更したみたいだ。予定の予算よりも

多い１兆円を設定したようだ。 

・北垣知事は疏水の工事を滋賀や大阪の人たち

にも訴えていたみたいだよ。 

・田辺朔郎を工事の責任者にしました。 

・滋賀や大阪の人との話し合いの機会ももった

みたいだ。 

・滋賀県の人は琵琶湖の水が少なくなる，田畑

や漁業の舟の行き来などに困ると考えていた

ようだ。 

・大阪の人は水量が増えて洪水が増えると心配

◆前回の学習を振り返り本時

の問いを設定するようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

◆スライドを利用し，工事は 9

年間のうち5年間しかしてい

なことを提示することで，そ

の前の4年間に着目すること

ができるようにする。 

 

 

 

 

 

◆既習事項や生活経験等を基

に予想を立てるように声か

けをする。 

 

 

 

◆資料を配布する。 

◆年表の読み方を確認する。 

◆事実と考えたことを分けて

板書を整理する。 

◆資料には本時の問いには直

接必要のない情報もあり，必

要な情報を取捨選択して調

べる必要性を伝えるように

する。 

 

 

 

 

 

琵琶湖疏水の工事が始まるまでの 4年間に，

どんなことがあったのだろう。 
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４ 北垣知事の思

いについて考え

る。 

時代・変化・工夫 

背景・努力・発展 

社会的条件 

＜関連＞＜総合＞ 

＜推論＞ 

 

 

 

 

 

５ 本時の学習の

まとめをすると

共に，振り返り

をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 次時の学習へ

の疑問を提示す

る。 

 

 

 

したようだ。工事の費用を出してほしいと願

ったようだね。 

・京都からは工事の費用が高すぎるという意見

が出ているようだ。工事の費用を集めるとく

らしが大変になると人々は考えたようだ。 

・それぞれの地域の人々と話し合って疏水工事

を認めてもらおうとしていたんだな。 

・つくろうと思ってもいろいろなところと話し

合いをしないといけないからなかなかすぐ工

事には取り組めなかったんだね。 

 

○北垣知事はなぜそこまでして琵琶湖疏水を建

設しようとしたのでしょうか。 

・前回学習したように京都に活気を取り戻すた

めだね。そのためには苦労をしてもよいと思

ったのではないかな。 

・京都の未来を思っていたからこそ，この疏水

工事をやり遂げようと考えたに違いないよ。 

・大阪や滋賀，それに自分たちの京都からも反

対の声が上がっていたのに，話し合いで説得

しながら工事ができるようにしていったのだ

から，京都の未来のためにも疏水工事は何と

してもやり遂げようと思ったんだな。 

 

○今日の学習をまとめましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

○今日の学習で北垣知事の行動に対してどう考

えたかを振り返りに書きましょう。 

・北垣知事が琵琶湖疏水建設に強い思いをもっ

ていたことがわかった。何度も話し合いを重

ねるのは大変だったと思うが，その分工事が

始まったときはうれしかったと思う。疏水建

設を考えた北垣知事の強い思いがあったから

京都が豊かになったのだと思う。 

 

◇様々な困難を乗り越えて疏水工事を始めた北

垣知事，その功績をたたえて銅像が立ってい

るんですね。琵琶湖疏水にはもう一つ銅像が

立っていました。田辺朔朗です。どんなこと

をした人なのでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●副読本 p.53 の北垣知事の説

得の説明を読み，北垣知事の

疏水建設に向けた努力を捉

えることができるようにし

たうえで，発問をする。 

●前時の学習を踏まえて考え

ることで，北垣知事の疏水工

事による京都の発展を目指

した強い思いを考えること

ができるようにする。 

【技能②】 

疏水がどのように建設された

か年表にまとめている。 

（ノートの記述） 

◆子どもの言葉でまとめるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●配布資料やこれまでに提示

した資料を用いて田辺朔朗

について触れ，北垣知事と同

じように銅像があることに

疑問をもち，次時へつなげる

ことができるようにする。 

工事が始まるまでの４年間で工事の調査を

したりするだけでなく，京都・大阪・滋賀の

人たちと話し合いを何度も重ねたりした。琵

琶湖疏水の建設を理解してもらおうと努力

したのは，それだけ北垣知事は京都の未来を

考えていたからだった。 
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８ 板書計画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

琵琶湖疏水の工事が始まるまでの 4年間どんなことがあったのだろう。 
 

名札 名札 

名札 

工事が始まるまでの４年間で工事の調査をしたりするだけでなく，京都・大阪・滋賀の人たちと

話し合いを何度も重ねたりした。琵琶湖疏水の建設を理解してもらおうと努力したのは，それだ
け北垣知事は京都の未来を考えていたからだった。 
 

 

・工事の計画を立てた

り準備したりするた
めには時間が必要。 

・工事を反対する人も

いたのでは。 
・話し合いの時間が長
引いたのでは。 

 
 

・1兆円もかかるような工事だった。 
・田辺朔郎という人を工事の責任者にした。 
・滋賀や大阪の人との話し合いの機会ももった。 

・つくろうと思ってもいろいろなところと話し合い
をしないといけないからなかなかすぐ工事には取
り組めなかった。 

・それぞれの地域の人々と話し合って疏水工事を認
めてもらおうとした。 

琵琶湖の水が
少なくなる，
田畑や漁業の

舟の行き来な
どに困る 

滋賀 大阪 京都 

滋賀県・京都府・大阪府の 
住民の意見 

京都からは工
事の費用が高
すぎるという

意見が出てい
る。 

●京都に活気を取り戻すため。そのためには苦労をしてもよい。 

●京都の未来を思っていたからこそ，この疏水工事をやり遂げよう。 
●京都の未来のためにも疏水工事は何としてもやり遂げよう。 
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６ 本時の目標（9／13 時間目） 

・田辺朔郎の水力発電所の建設に向けた取組などから，疏水工事への思いを理解することができるよ

うにする。 

 

７ 本時の展開 

学習活動 

見方・＜考え方＞ 

○主な発問 ◇問題意識をつなげる発問 

・予想される児童の反応 

●支援◆留意点 

【評価の視点】 

１ 学習計画を振

り返り，本日の

学習内容を確認

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 何のために渡

米したのか，そ

の理由を予想す

る。 

 

 

 

 

 

３ 資料を基に田

辺朔朗が渡米し

た理由を調べ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

○琵琶湖疏水の工事では田辺朔郎が責任者にな

っていました。その田辺朔郎はこのようなも

のをもらっています。 

・何だろう，記念メダルみたいだな。 

・外国の人からもらったのかな。 

○これはテルフォードメダルといいます。イギ

リスの土木技術協会が田辺朔郎を表彰して贈

りました。日本でこの賞をもらった人は現在

でも田辺朔郎だけです。 

・外国の人からも称賛される人だったんだ。 

・すごい人が工事の責任者だったんだね。 

・とても難しいトンネル工事も行ったからな。

その工事を表彰したのではないかな。 

○年表を見てみると，田辺朔朗は琵琶湖疏水の

工事中に外国に行っているようです。工事の

真っただ中，なぜ外国に行ったのでしょうか。 

 

 

 

・表彰されるくらいだから，新しい工事のしか

たを勉強しに外国に行ったのではないかな。 

・北垣知事の考えでは水車を回すとあったから，

どのように利用するといいのかを勉強しに行

ったのではないかな。 

・水力の利用を調査に行くとあるよ。疏水沿い

には水力発電所があったから，その発電所を

つくろうとしたのではないかな。 

 

○田辺朔郎は何のためにアメリカに渡ったのか

調べよう。 

・アメリカには水力発電を調べに行ったんだね。

疏水に生かせるかどうか調べたんだ。 

・インクラインというものを建設したのか。そ

のインクラインを動かすための電気を蹴上発

電所の電気を使おうと計画したようだ。 

・煙や騒音も出なくて環境にいいからつくろう

と考えたようだ。 

・水力発電は水車よりも発電できるんだね。 

・工事費用がとてもかかったようだよ。 

●田辺朔郎の像を提示し，以前

の学習を想起できるように

する。 

 

 

◆スライドでテルフォードメ

ダルを提示し，日本では田辺

朔郎が唯一受け取ったもの

であることを伝える。 

 

 

 

 

◆前時の学習で利用した年表

を確認する。 

 

 

 

 

◆年表などを基に予想するよ

う声かけをする。 

 

 

 

 

 

 

 

◆資料を配布する。 

●動画を提示し，インクライン

がどのような場所なのかを

とらえることができるよう

にする。 

◆事実と考えたことを分けて

板書を整理する。 

 

 

 

 

どうして田辺朔郎は琵琶湖疏水の工事の最

中にアメリカに渡ったのだろう。 
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４ なぜ当初の疏

水計画にはなか

った発電所を建

設しようとした

のか，田辺朔郎

の意図を考え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の学習の

まとめをする。 

 

 

 

 

 

６ 本時の振返り

をする。 

 

 

 

 

 

 

○北垣知事の琵琶湖疏水の計画にはどんな良さ

がありましたか。 

・農業用水に利用したり，機械を動かして新し

い産業をおこしたり，飲料水にしたりすると

いっていました。 

・京都にとって 7つも良いことがありました。 

○北垣知事は発電所をつくるということは計画

していませんでしたが，田辺朔朗の願いによ

り発電所をつくることになりました。なぜ田

辺朔郎はより資金も必要な発電所の建設を願

ったのでしょうか。 

・水力発電には反対意見も出ていたね。それで

もやるだけのよさがあったんだ。 

・インクラインを上げ下げするためには電気が

必要だから，その電気を確保するためには水

力発電が必要になったんだろうな。 

・北垣知事が計画した産業を興すためには水車

を回して機械を動かそうとしたけれども，水

車よりもよりよい発電をすることができるか

ら発電所の建設を考えたのではないかな。 

・発電所の方がより京都の未来を考えたからこ

そ，途中からでもわざわざ水力発電所の建設

しようと考えたんだね。 

 

○田辺朔郎がどのような思いで琵琶湖疏水の工

事に取り組んだかまとめましょう。 

 

 

 

 

 

○田辺朔朗の取組について考えたことを振り返

りに書きましょう。 

・ただ難しいことをするだけでなく，さらに自

分の考えでよりよいものにしていこうとした

田辺朔郎はすごいと思いました。 

・田辺朔郎たちの努力の結果できた琵琶湖疏水

が本当にこの後京都を発展させるのに行かさ

れたのか調べてみたいです。 

 

◇たくさんの人の思いや努力の結果，琵琶湖疏

水が完成しましたが，北垣知事の願ったよう

な結果が京都には見られたのでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

●当初の計画と比較して発電

所が田辺朔郎の発案である

ことに注目し，なぜ発電所を

建設しようとしたのか，その

意義をグループで考えるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆子どもの言葉でまとめるよ

うにする。 

【知識・理解①】 

琵琶湖疏水建設における田辺

朔朗の働きを理解している。 

（ノートの記述） 

 

◆振り返りの視点を提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●琵琶湖疏水が完成京都にど

のような結果をもたらした

か問題意識をもつことがで

きるように疑問を投げかけ

るようにする。 

北垣知事に思いを受け継いで難しい工事に

自らも取り組み，日本初の水力発電所を建設

し，琵琶湖疏水をよりよいものにしようと思

い，力を尽くした。 
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８ 板書計画   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どうして田辺朔郎は琵琶湖疏水の工事の最中にアメリカに渡ったのだろう。 

 

名札 名札 

名札 

北垣知事に思いを受け継いで難しい工事に自らも取り組み，日本初の水力発電所を建設し，
琵琶湖疏水をよりよいものにしようと思い，力を尽くした。 
 

・蹴上発電所の建設を提案した。 
・日本で最初の水力発電所をつく

った。 
 

・インクラインを建設した。 

・そのインクラインを動かす
ための電気を蹴上発電所の
電気を使おうと計画した。 

・インクラインを上げ下げするためには電気が必要だから，その電気を確保するためには水力発
電が必要になった。 

・水車よりもよりよい発電をすることができるから発電所の建設を考えた。 

・お金はかかっても，京都の未来を考えると途中からでも水力発電所に変えた方がよりよいと考
えたから建設しようとした。 

 

・水車より水力発電の方がメ

リットが多い。 
・水力発電はお金がかかる。 
・反対意見も出ていた。 

 

・新しい工事のしかたを勉
強しに外国に行った 

・水車の利用を勉強しに行
った 

・水力発電所があったか

ら，その発電所をつくろ
うとした。 

田辺朔朗 
写真 

水力発電に関する資料 インクラインに
関する資料 
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６ 本時の目標（10／13 時間目） 

・琵琶湖疏水が完成した結果，京都の町がどのように変わったか資料を基に調べ，先人の努力や苦労

によって京都の町が大きく変わったことを理解することができるようにする。 

 

７ 本時の展開 

学習活動 

見方・＜考え方＞ 

○主な発問 ◇問題意識をつなげる発問 

・予想される児童の反応 

●支援◆留意点 

【評価の視点】 

１ 学習計画を振

り返り，本日の

学習内容を確認

する。 

 

 

 

 

 

変化 

＜比較＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 人口の変化か

ら京都の町の変

化を予想する。 

変化・影響・向上 

＜比較＞＜関連＞ 

＜推論＞ 

 

３ 資料を基にど

のような変化が

見られたか調べ

る。 

変化・影響・向上 

願い・つながり 

＜比較＞＜関連＞ 

＜総合＞ 

 

 

 

○北垣知事や田辺朔郎の努力の元，琵琶湖疏水

が 1890 年に完成しました。琵琶湖疏水をつく

った目的はなんでしたか。 

・京都を元気にすることだった。 

・京都を発展させるために農業用水に使ったり

産業を興したりすることを目指していた。 

・田辺朔郎はさらに水力発電をすることで，イ

ンクラインを動かすことができるようにして

いたな。 

○人口のグラフを見てみましょう。 

・第一疏水ができてから人口は増えてるね。 

・京都の人口が増えたということは，京都がに

ぎやかになったということだ。 

・京都を活気のある街にするという目標が達成

されたようだね。 

○京都を発展させることを目指して建設された

琵琶湖疏水ですが，琵琶湖疏水ができて実際

に京都の町はどう変わったのでしょうか。 

 

 

 

・町が発展して産業が盛んになったのではない

かな。水力発電を利用して新しい産業が起き

たのではないかな。 

・舟で荷物を運ぶことができるようになって，

たくさんの人や物が琵琶湖疏水でつながった

はずだ。 

 

○京都の町にこれまで見られなかったものや新

しく見られるようになったものにはどのよう

なものあるでしょうか。 

・疏水ができてから電気使用量や運河使用料，

水力使用料がいずれも増えたのか。 

・町や工場に電気が通るようになったようだね。

電線が通っているよ。 

・工場の中でも電気が通っているので使えるよ

うになっているみたいだ。 

・鉄道が町の中を走っているよ。これも発電所

ができた結果かな。 

◆これまでの学習を想起し，琵

琶湖疏水がなぜ建設された

のかを振り返る。 

 

 

 

 

 

 

◆京都市の人口の移り変わり

のグラフをスライドで提示

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●京都の人口の移り変わりの

グラフを基に予想を立てる

ように声かけする。 

 

 

 

 

◆資料を配布する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

琵琶湖疏水ができた後，京都の町はどのよう

に変わったのだろう。 
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４ 北垣知事の願

いが実現したか

どうか，調べて

わかった事実を

基に考える。 

願い・変化・影響 

業績・時代・背景 

向上 

＜比較＞＜関連＞ 

＜総合＞ 

 

 

 

 

 

５ 本時の学習の

まとめをする。 

 

 

 

 

６ 本時の振返り

をする。 

 

 

 

 

 

 

・疏水を利用した舟の数が年々増えているね。

インクラインを使ってたくさんの舟が行き来

したということが分かるね。 

・防火用水にも利用されたみたいだね。 

 

○京都の町を発展させたいという北垣知事の願

いは実現されたといえるでしょうか。 

・家庭や工場にも電気が届くようになっていま

す。人々のくらしはよりよくなっているから，

願は実現されたといえるね。 

・物を運ぶのも楽になっていると思います。運

ぶ運賃も安くすむのでくらしはよりよくなっ

ています。 

・発電も起きて産業が発達したので，生活面だ

けでなく産業の面でも願いが実現したといえ

ます。 

・7 つのよさと新たに加わった発電のよさが京

都の町を発展させたから，北垣知事が思って

いた以上に願いを実現できたといえるよ。 

 

○どのように変わったといえるか，今日の学習

をまとめましょう。 

 

 

 

 

○琵琶湖疏水が京都にもたらした影響について

考えたことや思ったことを書きましょう。 

・北垣国道知事や田辺朔郎が行った琵琶湖疏水

建設によって京都の町が今まで以上に発展し

たことが分かった。今の京都はこの時の発展

からつながっているのだと思った。 

・たくさんの苦労の結果完成した琵琶湖疏水が，

当時の京都の町を発展させて，その結果今の

私たちの京都のくらしにもつながっているの

ではないかと思う。北垣知事や田辺朔郎のお

かげだと思う。 

 

○琵琶湖疏水ができたおかげで京都は発展する

ことができたようです。しかし，琵琶湖疏水

は第一疏水だけではなく第二疏水もありまし

た。なぜ第二疏水が必要だったのでしょう。 

 

 

 

 

 

◆事実と考えたことを分けて

板書を整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆子どもの言葉でまとめるよ

うにする。 

【知識・理解②】 

京都の町の変容から，北垣知事

や田辺朔朗の思いが実現した

ことを理解している 

（発言・ノートの記述） 

◆京都の町が発展したことを

踏まえたり，北垣知事や田辺

朔朗の思いについて振り返

ったりし，疏水の影響につい

て考えたことを書くように

声かけをする。 

 

 

 

 

 

●第二疏水の建設がなぜ行わ

れたのか疑問をもち，次時へ

の問題意識を連続させるこ

とができるようにする。 

琵琶湖疏水が完成したことによって，電気・

運河・水力の三つの利用方法で京都の町がど

んどん発展し，北垣知事の願いが実現した。 
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８ 板書計画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

琵琶湖疏水ができた後，京都の町はどのように変わったのだろう。 

名札 名札 

名札 

琵琶湖疏水が完成したことによって，電気・運
河・水力の三つの利用方法で京都の町がどんど
ん発展し，北垣知事の願いが実現した。 

 

 

・水力発電を利用して新
しい産業が起きた。 

・舟で荷物を運ぶことが

できるようになって，
たくさんの人や物が
琵琶湖疏水でつなが

った。 
 

・京都の町に電

気が通った。 

・電車が京都市

を走るように
なった。 

 

・インクラインを
利用する舟の数
が増えた。 

・家庭や工場にも電気が届き，人々のくらしはよりよくなったから，願いは実現された。 
・物を運ぶのも楽になった。運ぶ運賃も安くすむのでくらしはよりよくなった。 
・発電も起きて産業が発達した。生活面だけでなく産業の面でも願いが実現した。 

・7 つのよさと新たに加わった発電のよさが京都の町を発展させたから，北垣知事が思っ
ていた以上に願いを実現できた。 

・工場の中で電灯

が使われた。 
 
 

・防火用水にも

利用された。 

・電気使用量・運河使
用料・水力使用料大

きく伸びた。 

工場の中で電
灯が使われた
様子の写真 

 
 

インクライン
を利用する船
の数の推移 

 

京都市電の写
真 
 

京 都市 街 の 

電灯等の様子 
 

放水訓練の様

子 
 

電気使用量
等の推移の
グラフ 

 

副読本より 
琵琶湖疏水の活用 
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６ 本時の目標（11／13 時間目） 

・西郷菊次郎がなぜ第二疏水を建設しようとしたのか理解することができるようにする。 

 

７ 本時の展開 

学習活動 

見方・<考え方> 

○主な発問 ◇問題意識をつなげる発問 

・予想される児童の反応 

●支援◆留意点 

【評価の視点】 

１ 前回の振返り

を発表し，本日

の学習内容を確

認する。 

時代・変化 

＜比較＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 前回の資料等

を振り返りなが

ら予想を立て

る。 

時代・変化・背景 

影響・発展・計画 

社会的条件・対策 

＜推論＞＜関連＞ 

 

 

 

 

３ 当時の京都の

様子の資料から

問題点を調べ

る。 

時代・変化・背景 

影響・発展・計画 

社会的条件 

対策・事業 

＜比較＞＜関連＞ 

 

 

４ 時代背景を基

になぜ第二疏水

を建設しなけれ

○・・さん，昨日の振返りを発表してください。 

・第一疏水の建設はわかったけれど，なぜ第二

疏水を造ることになったのか分かりません。 

○琵琶湖疏水の年表を見てみましょう。 

・第一疏水ができてから 10 年以上もたってから

第二疏水の工事に取り掛かっているね。 

・西郷菊次郎という人が提案したんだ。 

・お金もとてもかかっているね。外国にまで借

りている。 

・なぜ外国にお金を借りてまで第二疏水を建設

しないといけなかったのかな。 

 

 

 

○北垣知事は，当時の京都に活気を取り戻そう

として第一疏水を建設しました。西郷菊次郎

はなぜこのころに第二疏水を建設しようとし

たのでしょうか。なにか困ったことがあった

のでしょうか。 

・第一疏水を建設した時にからずっと人口が増

えていたから，水が足りなくなったのかな。 

・人口が増えたので，飲み水だけでなく発電す

るのも足りないのではないかな。 

・発電や舟の輸送がとても便利だったから，も

っともっと増やしたいと思ったのでは。 

 

○第二疏水を建設しようとした頃の京都の様子

を資料を基に調べましょう。 

・電気の使用量も増えたみたいだね。でも，電

気の発電量が足りなくなっているみたいだ。 

・電車も走ったから，ますます電気が足りなく

なるのではないかな。 

・京都は東京や大阪よりも伝染病がはやりやす

かったようだね。聞いたことのある伝染病に

かかった人もたくさんいるんだ。 

・飲み水に適さない水もたくさんあったんだ。 

 

○当時の京都の様子がわかってきましたね。で

はなぜ第二疏水が必要だったのですか？ 

・第一疏水ができ，水力発電で便利になったけ

●前時の振返りにおける子ど

もの疑問を提示し，第二疏水

に着目するようにする。 

●年表を用いることで第二疏

水の完成の時期に着目でき

るようにする。 

◆フランスにお金を借りてま

で行おうとした工事であっ

たことをスライドで確認す

る。 

◆スライドを途中までを見せ，

本時の問いを立てるように

する。 

 

 

 

◆第一疏水建設時の北垣知事

の思いや当時の京都の様子

を想起しながら予想を建て

るよう声かけをする。 

 

 

 

 

 

 

◆資料を配布する。 

◆拡大した資料を掲示する。 

◆当時の京都にはどのような

問題点があったのかという

点を中心に調べるよう声か

けをする。 

 

 

 

 

 

●調べてわかった当時の京都

市の様子を基にすることで，

なぜ第二疏水が必要であっ

西郷菊次郎はなぜ第二疏水を建設しようとし

たのだろう。 
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ばならなかった

のか考える。 

時代・変化・背景 

影響・発展・計画 

社会的条件 

対策・事業・業績 

＜比較＞＜関連＞ 

＜総合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の学習の

まとめをする。 

 

 

 

 

 

６ 本時の振返り

をする。 

 

 

 

 

 

 

 

ど，人口が多くなりすぎて発電量がたりなく

なったから新たな疏水が必要だったのかな。 

・東京や大阪よりも伝染病にかかりやすいまち

になっています。北垣知事が考えたように衛

生的なまちにするためにはもっと水が必要だ

ったのでは。 

・飲み水も足りなくなったので，第二疏水で不

足をなくそうとしたんだと考えます。だから

第二疏水はずっとトンネルを通っているのだ

と思います。 

・第一疏水をつくるときにあったよいことが，

人口が増えすぎて十分できなくなってしまっ

たので，第二疏水をつくって解消しようとし

たのではないかと考えます。 

・電気が増えたら電車もたくさん走らせること

ができるので便利になると考えたんだ。 

○西郷菊次郎はどうして第二疏水の建設を考え

たのか確かめてみましょう。 

・三大事業として行おうと考えたんだ。 

・人口が増えた京都にとって第二疏水はとても

必要だったんだね。 

・この第二疏水ができたことによって京都の今

の基盤ができたのか。 

 

○西郷菊次郎はなぜ第二疏水をつくったのか，

まとめましょう。 

 

 

 

○本時の振り返りを書きましょう 

 

○西郷菊次郎が第二疏水を建設したことについ

て，考えたことを振り返りに書きましょう。 

・第一疏水だけでなく第二疏水も建設すること

で今の京都の基盤ができたのが分かった。よ

りよい街にするためにたくさんの人の努力が

あるのだとわかった。 

・人口が増えた京都のまちをさらに発展させる

ために第二疏水を建設することを目指したの

はすごいと思う。工事に参加した人もきっと

苦労をしながら行ったのだと思う。その苦労

のおかげで今の京都がある。 

 

たのかを考えることができ

るようにする。 

◆グループで話し合うように

声かけをする。 

◆事実と考えたことを分けて

板書を整理する。 

●北垣知事が考えた第一疏水

建設の意義と比較してどう

であるかを考えることで，第

二疏水の建設の意義を考え

ることができるようにする。 

 

 

 

 

 

◆副読本の資料を用いて西郷

菊次郎の思いを検証する。 

◆三大事業の一つであること

をおさえる。 

◆起工式の様子を見せ，人々の

疏水工事に対する期待を感

得することができるように

する。 

◆子どもの言葉でまとめるよ

うにする。 

【知識・理解②】 

西郷菊次郎が第二疏水を建設

し，京都の町がさらに住みよい

街となったことを理解してい

る。 

（ノートの記述） 

◆振り返りの視点を提示する

ようにする。 

 

 

 

発電量を増やしたり衛生的にしたり飲料水を

増やしたりすることで，人口が増えた京都の

くらしをよりよくするために第二疏水を建設

した。 
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８ 板書計画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西郷菊次郎はなぜ第二疏水を建設しようとしたのだろう。 

 

名札 名札 

名札 

発電量を増やしたり衛生的にしたり飲料水を増やしたりすることで，人

口が増えた京都のくらしをよりよくするために第二疏水を建設した。 
 

 

・人口が増えていたから，
水が足りなくなった。 

・発電も足りない。 

・発電や舟の輸送がとても
便利だったから，もっと
もっと増やしたい。 

 

・第一疏水が完成したの

ち，人口がどんどん増

えている。 

→北垣知事のねらい通り 

・飲み水も足りなくなった。 

→北垣知事のねらいと違う。 

・第一疏水ができ，水力発電で便利になったけど，人口が多くなりすぎて発電量がたりなくなっ

たから新たな疏水が必要だった。 
・東京や大阪よりも伝染病にかかりやすいまちになってる。北垣知事が考えたように衛生的なま
ちにするためにもっと水が必要だった。 

・飲み水も足りなくなったので，第二疏水で不足をなくそうとした。 
・第一疏水をつくるときにあったよいことが，人口が増えすぎて十分できなくなってしまった。 
・電気が増えたら電車もたくさん走らせることができるので便利になると考えた。 

・第一疏水ができてから発

電などが便利になったけ

ど，発電量が足りなくな

りました。 

→人口が増えすぎたからで

はないか。 

 

・人口が増えたのに伝染病

にかかりやすい街になっ

ている。 

→北垣知事のねらった衛生

的な街にならなかった。 

 

→北垣知事のねらい通り 

西郷菊次郎写真 



36 

 

６ 本時の目標（12／13 時間目） 

・第二疏水が完成して以降の琵琶湖疏水の様子を捉え，学習問題に対する答えをまとめ，琵琶湖疏水

の価値について考えることができるようにする。 

 

７ 本時の展開 

学習活動 

見方・＜考え方＞ 

○主な発問 

・予想される児童の反応 

●支援◆留意点 

【評価の視点】 

１ 第二疏水が完

成した後の疏水

の様子について

確認する。 

時代・変化・背景 

影響・発展・計画 

社会的条件・対策 

＜推論＞＜関連＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ これまでの学

習を振り返り，

琵琶湖疏水建設

に携わった人物

の功績について

話し合う。 

時代・変化・背景 

影響・発展・計画 

社会的条件・対策 

＜比較＞＜関連＞ 

＜総合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○第二疏水が完成した後の疏水の歴史を見てみ

ましょう。 

・何度も改修工事が行われているね。 

・インクラインが停止したり，舟運が終わった

りしたんだ。 

・今でも発電所は動いて電気を送っているね。 

○道路が整備されて車ですぐに荷物が運べるよ

うになったり，電車が走ったりしたことで舟

運の役割はなくなっていきました。しかし，

これまでに何度も改修工事があったのはなぜ

ですか。 

・舟の役割は終わったかもしれないけれど，発

電や飲み水などの役割は今でも残っているか

らだ。 

・今の京都の生活にも琵琶湖疏水が必要だから

だね。 

 

 

 

○琵琶湖疏水が完成しました。この疏水を建設

するためにたくさんの人が関わっています

が，その中でも特に 3 人に注目して学習をし

てきました。 

・一人目は北垣知事だね。 

・田辺朔朗は北垣知事が選んだ技師だったね。 

・西郷菊次郎は第二疏水の建設を提案したよ。 

○琵琶湖疏水建設にかかわったこの 3 人につい

て，それぞれのどんなところが評価できるで

しょうか。 

・北垣国道は疏水工事の提案をしていたな。京

都がさびしくなったときに復活するための方

法を考えていたね。 

・北垣国道知事は，京都を復活させるために難

しい琵琶湖疏水の建設を提案し，何度も話し

合いを重ねたり，予算を立てたりしたことは

すごいと思います。 

・田辺朔朗はテルフォードメダルをもらってい

たね。外国の人も難しいとしていた工事を行

っていたな。 

●現在の疏水の様子や使われ

方をスライドや年表で示す

ことで，現在も使われている

ことや以前と変化してきた

ことがあることに気付くこ

とができるようにする。 

●なぜ改修工事が何度も行わ

れてきたのかを考えること

で，京都市の生活に琵琶湖疏

水がなくてはならないもの

であることに気付くことが

できるようにする。 

●年表を利用することで，今日

に至るまでの琵琶湖疏水の

変遷を捉えることができる

ようにする。 

 

 

 

◆これまでの学習を振り返り，

それぞれの功績は何かを考

えるようにする。 

◆琵琶湖疏水建設に携わった 3

人を提示する。 

●これまでの学習の側面掲示

やノートを振り返ることで，

それぞれが選んだ人物の功

績を捉えられるようにする。 

◆それぞれの人物の功績につ

いて考えたことを人物ごと

に整理して板書する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでの学習を振り返り，琵琶湖疏水の意

義について考えよう。 
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３ 三人の功績を

振り返り，学習

したことを踏ま

えて手紙を書

く。 

時代・変化・背景 

影響・発展・計画 

社会的条件・対策 

＜再構成＞ 

 

 

 

 

 

・田辺朔朗は若いのに難しい琵琶湖疏水の建設

に力を注ぎ，難しい工事をするだけでなく，

水力発電など新しい取組にも挑戦したので私

はとても評価できると思います。 

・西郷菊次郎は三大事業を行っていたね。その

事業のおかげで電車が多く走ったり飲み水が

確保されたりして，人口が増えたけど住みよ

い街に変わっていったな。 

・今の京都市につながる事業をしたのが西郷菊

次郎です。大工事だった第一疏水だけで終わ

るのではなく，よりよい京都市を目指して第

二疏水の建設を提案し，実現したことで，今

の住みやすい京都につながったからです。 

 

○今の琵琶湖疏水も，同じように使われていま

す。第一疏水は主に農業用水や発電に，第二

疏水は水道水に使われています。琵琶湖疏水

が完成してから約 130 年がたちます。琵琶湖

疏水の建設に携わった三人から一人を選んで

感謝の手紙を書きましょう。 

・西郷菊次郎さんのおかげで，いまでは京都の

だれもが好きな時に自由に水を飲むことがで

きます。外国にまでお金を借りるなど大変な

思いをしてきたと思いますが，おかげで便利

に生活をすることができます。今の私たちの

生活を豊かにしてくれてありがとう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆一人を選ぶように指示する。 

◆どのような視点で手紙を書

くのかを説明する。 

①今の京都と琵琶湖疏水の関

係という視点から 

②それぞれの功績の視点から 

③どんな点が感謝できるか 

●琵琶湖疏水が今の京都の発

展や，今でも多くの人にとっ

て使われていることを確認

することで手紙に書く内容

を整理することができるよ

うにする。 

【思考・判断・表現②】 

琵琶湖疏水建設に携わった人

がどのような思いでその建設

を行ったのか，その苦労や功績

を示しながら人々の生活が向

上したことを手紙に表現して

いる。 

（手紙の記述） 
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８ 板書計画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでの学習を振り返り，琵琶湖疏水の意義について考えよう。 

 

名札 名札 

名札 

西郷菊次郎さんのおかげで，いまでは京都のだれもが好きな時に自由に水を飲むことが

できます。外国にまでお金を借りるなど大変な思いをしてきたと思いますが，おかげで

便利に生活をすることができます。今の私たちの生活を豊かにしてくれてありがとう。 

・疏水工事の提案をし，京都がさび

しくなったときに復活するため
の方法を考えた。 

・難しい琵琶湖疏水の建設を提案

し，何度も話し合いを重ねたり，
予算を立てたりした。 

 

・外国の人も難しいとしていた工事
を行った。 

・難しい琵琶湖疏水の建設に力を注

ぎ，難しい工事をするだけでなく，
水力発電など新しい取組にも挑戦
した。 

 

・三大事業を行った。その事業のおか
げで電車が多く走ったり飲み水が
確保されたりして，人口が増えたけ
ど住みよいまちに変わった。 

・よりよい京都市を目指して第二疏水
の建設を提案し，実現したことで，
今の住みやすい京都につながった。 

 

北垣国道写真 田辺朔朗写真 西郷菊次郎写真 

北垣国道 田辺朔朗 西郷菊次郎 
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６ 本時の目標（13／13 時間目） 

・これからの琵琶湖疏水と自分の関わり方や在り方について考え，その考えをキャッチコピーに表す

ことができるようにする。 

 

７ 本時の展開 

学習活動 

見方・＜考え方＞ 

○主な発問 

・予想される児童の反応 

●支援◆留意点 

【評価の視点】 

１ 前時の学習内

容を振り返り，

本時の中心資料

を提示し，問題

意識を高める。 

時代・変化・背景 

影響・発展・計画 

社会的条件・対策 

＜推論＞＜関連＞

＜総合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ これまでの学

習を振り返って

予想を立てる。 

時代・変化・背景 

影響・発展・計画 

社会的条件・対策 

＜推論＞＜関連＞

＜総合＞ 

 

 

 

３ 琵琶湖疏水船

のＨＰを利用し

て目的を調べ

る。 

 

○第二疏水が完成した後の琵琶湖疏水の主の

出来事を確認しました。 

・舟運が廃止になったり，インクラインが休止

されたりしていました。 

・改修工事が何度も行われていました。 

・琵琶湖疏水ができた頃と生活の様子や街の様

子が変わっても，私たちの生活にとってなく

てはならないから琵琶湖疏水の工事が行わ

れていました。 

○私たちの生活にも大きくつながりのある琵

琶湖疏水でした。次の資料を見てください。 

・琵琶湖疏水のパンフレットだ。 

・舟が流れているようだ。 

・琵琶湖疏水の舟運は廃止されたはずだよ。 

○今年から琵琶湖疏水の通船が復活しました。

先生もさっそく乗ってきました。 

・トンネルの中を本当に通るんだ。 

・一度に乗れる人数は多くないんだね。 

・以前廃止になったはずなのに，なぜ復活させ

ようとしたのだろう。 

 

 

 

○これまでの学習を振り返って，なぜ琵琶湖疏

水の通船事業が復活しようとしているのか

考えましょう。 

・以前は荷物を運んでいたから，舟で荷物を運

ぶために復活させたのではないかな。 

・パンフレットができているから人が乗るため

のものだよ。 

・人が交通のために乗っても交通が発達してい

るから電車の方が速いはずだ。ということは

観光のために使おうとしているのでは。 

 

○琵琶湖疏水船のＨＰの資料から，どんなこと

を目的にしているのか調べてみましょう。 

・やはり観光のために使うことを目指している

みたいだね。 

・観光のためだけではなく琵琶湖疏水のことを

◆最後にキャッチコピーを作

成する時間をとることを踏

まえ，時間配分を考える。 

◆年表で出来事を確認する。 

 

 

 

 

 

◆琵琶湖疏水船のパンフレッ

トを紹介する。 

◆以前行われていた通船事業

が復活したという視点を子

どもたちに提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●これまでの学習を振り返り，

琵琶湖疏水がなぜ作られた

のか，どのような目的をもっ

ていたのかを振り返ったり

することで予想を立てるこ

とができるようにする。 

 

 

 

 

 

◆ここの調べの時間は短時間

に抑えるようにする。 

●琵琶湖疏水船の HP 資料から

通船事業復活の目的を整理

できるようにする。 

60 年以上前に中止になった通船をなぜ復活

させたのだろう。 



40 

 

 

 

 

 

４ 通船事業の趣

旨について，そ

の理由を考え，

考えを深める。 

時代・変化・背景 

影響・発展・計画 

社会的条件・対策 

＜関連＞＜総合＞

＜再構成＞ 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の学習を

まとめる。 

時代・変化・背景 

影響・発展・計画 

社会的条件・対策 

＜再構成＞ 

 

 

 

６ 新たな視点を

踏まえてキャッ

チコピーにまと

める。 

時代・変化・背景 

影響・発展・計画 

社会的条件・対策 

＜関連＞＜総合＞

＜再構成＞ 

 

知ってもらうための事業らしいよ。 

・交通や運搬という今までにあったような使わ

れ方ではないようだ。 

 

○観光のため，というのはみんなの予想に近い

ものですね。でも，それだけではないようで

す。今までの通船にもなかった役割としてみ

んなに疏水のことを知ってもらう，という目

的があるようです。なぜ知ってもらうことを

大切に考えているのかな？ 

・琵琶湖疏水は今でも飲料水や農業用水に使わ

れている。京都のくらしを支える大切なもの

だからみんなが知らないといけない。 

・130 年間京都を守ってきたから今の京都があ

る。今までだけではなく，これからの未来に

も疏水は大切になるからだ。 

・知らなかったらたくさんの人の努力や苦労が

無駄になってしまう。知っていたら大切にし

たいという気持ちも生まれるはずだ。 

 

○京都市上下水道局の方にその話を伺ってき

ました。 

・やはりこれからの京都を考えているよ。 

・今の私たちだけでなく，未来につなげるため

にも必要なんだね。 

・北垣知事たちが苦労してつくった疏水を未来

につなげていくのが私たちの役目だね。そう

することでよりよい京都が未来に続いてい

くね。 

 

 

 

 

○琵琶湖疏水は私たち，京都にとってどのよう

なものでしょうか。琵琶湖疏水を知らない人

に琵琶湖疏水のことを伝えるキャッチコピ

ーを作ると，どんなキャッチコピーができる

かな。理由も併せて考えてみましょう。 

・「いつでも住みよい街の源の琵琶湖疏水」 

昔の人たちも今の私たちも，未来の人たちも

この琵琶湖疏水のおかげで住みよい京都に

いるからです。 

・「京都を未来へとつなげる琵琶湖疏水」 

昔から今の京都の発展をつなげてくれた琵

琶湖疏水だけど，今から未来へもつなげてい

くことができる大切な疏水だから。 

 

●観光と市民への認知の側面

があることを分けて板書し，

次の発問につなげる。 

 

●これまでの学習を想起しな

がら考えることでその理由

を考えられるようにする。 

◆グループでその理由を考え

たり議論をさせたりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆上下水道局の方の話をプレ

ゼンで検証資料を提示し考

えを確かめる。 

 

 

 

 

 

 

●キャッチコピーとはどのよ

うなものかを説明し，キャッ

チコピーとその理由を書く

ことができるようにする。 

【関心・意欲・態度②】 

琵琶湖疏水とこれからの京都

市について自分がどのように

関わるのかなど自分の考えを

キャッチコピーにまとめてい

る。 

（キャッチコピー） 

 

新たな観光資源として，そして人々に疏水の

意義を知ってもらうことで未来の京都につ

なげることを願って復活させた。 
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８ 板書計画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60 年以上前に中止になった通船をなぜ復活させたのだろう。 

 

名札 名札 

名札 

京都を未来へとつなげる琵琶湖疏水 

→昔から今の京都の発展をつなげてくれた琵琶湖疏水だけど，今から未来へもつなげていくことができる大切な疏水

だから。 

 

 

・舟で荷物を運ぶため 

・パンフレットができて
いるから人が乗るた
め。 

・観光のために使おうと
している。 

・琵琶湖疏水は今でも飲料水や農業用水に使われている。京都
のくらしを支える大切なものだからみんなが知らないとい

けない。 
・130 年間京都を守ってきたから今の京都がある。今までだけ
ではなく，これからの未来にも疏水は大切になるから。 

・知らなかったらたくさんの人の努力や苦労が無駄になってし
まう。知っていたら大切にしたいという気持ちも生まれる。 

 

観光 人々に知ってもらう 

なぜ人々に知ってもらうことが大切なの？ 

新たな観光資源として，そして人々に疏水の意義を知ってもら

うことで未来の京都につなげることを願って復活させた。 

琵琶湖疏水船
パンフレット

拡大図 
琵琶湖疏水船復活事業 

関連資料 


